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評価方法 評価基準

学び合い活動をすることが目的
ではなく，生徒が自分の考えを
表現できる場面を設定してい
く。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現

家
庭
学
習

の
取
組

生徒アンケートの結果は良好であ
るが，授業の理解度が各種テスト
等の成績につながるように，取組
を工夫していく。

B

今年度の学校研究のテーマの１つ
である。各教科でその見方・考え
方を生徒が意識できるような授業
を展開していく。

B

家庭学習目標時間
1年70分
2年80分
3年90分

Ａ…ア＋イ　90％以上
Ｂ…ア＋イ　80％以上
Ｃ…ア＋イ　80％未満
Ｄ…ア＋イ　60％未満

ア　している
イ　ほぼしている
ウ　あまりしていない
エ　していない

ア　している
イ　ほぼしている
ウ　あまりしていない
エ　していない

確
か
な
学
力

生徒がわかる授業を行っている

根拠・理由をもとに自分の考えを書いている

重点
事項

評価
内容

改善策担当
評価の観点

D

授業での「わかる」を家庭学習で定
着させることで「できる」につなげ
ていきたい。課題を工夫したり，課
題の提出を確実にさせたりすること
で家庭での学習習慣をつけさせた
い。

A

チェックファイルを活用し，個人や
全体への声掛けを継続していく。ま
た，生徒会からも取組をしていくこ
とで生徒が前向きに取り組んでいけ
るようにしたい。

A

Ａ…70％以上
Ｂ…60％以上
Ｃ…50％以上
Ｄ…50％未満

Ａ…ア＋イ　90％以上
Ｂ…ア＋イ　80％以上
Ｃ…ア＋イ　80％未満
Ｄ…ア＋イ　60％未満

ア　している
イ　ほぼしている
ウ　あまりしていない
エ　していない

Ａ…ア＋イ　90％以上
Ｂ…ア＋イ　80％以上
Ｃ…ア＋イ　80％未満
Ｄ…ア＋イ　60％未満

家庭学習目標時間の達成率

授業の中で学び合い活動をしている

学
習
規
律

の
徹
底

学校に楽しく通っている。

授業の約束３か条を守っている

ア　している
イ　ほぼしている
ウ　あまりしていない
エ　していない

Ａ…ア＋イ　90％以上
Ｂ…ア＋イ　80％以上
Ｃ…ア＋イ　80％未満
Ｄ…ア＋イ　60％未満

生徒が自己有用感をさらに高め
られるように，取り組みの内容
を工夫し，目的意識の向上と振
り返りの充実を図っていく。ア　している

イ　ほぼしている
ウ　あまりしていない
エ　していない

Ａ…ア＋イ　90％以上
Ｂ…ア＋イ　80％以上
Ｃ…ア＋イ　80％未満
Ｄ…ア＋イ　60％未満

A

学級活動や生徒会活動をさらに充実
させることで，生徒が主体的に活動
できる場面を増やし，自分肯定感を
高められるようにしていきたい。ア　している

イ　ほぼしている
ウ　あまりしていない
エ　していない

Ａ…ア＋イ　90％以上
Ｂ…ア＋イ　80％以上
Ｃ…ア＋イ　80％未満
Ｄ…ア＋イ　60％未満

清掃にしっかり取り組んでいる

ア　している
イ　ほぼしている
ウ　あまりしていない
エ　していない

Ａ…ア＋イ　90％以上
Ｂ…ア＋イ　80％以上
Ｃ…ア＋イ　80％未満
Ｄ…ア＋イ　60％未満

２学期から日課を変更し，掃除の回
数を減らしているが，今後も生徒が
時間いっぱいしっかり取り組めるよ
うに継続して指導していく。また、
ふりかえりでがんばりを認める言葉
かけをする。

家庭や学校内だけでなく，誰が
見ていなくても社会のルールを
守れるように継続的に指導して
いく。ア　している

イ　ほぼしている
ウ　あまりしていない
エ　していない

Ａ…ア＋イ　90％以上
Ｂ…ア＋イ　80％以上
Ｃ…ア＋イ　80％未満
Ｄ…ア＋イ　60％未満

ヘルメットを着用している

豊
か
な
心

楽
し
い
学
校

自
治
的
・
自
発
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生
徒
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動

規
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識
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向
上

生
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指
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学
校
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情
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周
知

と
公
開

各種おたよりやホームページを見ている

信
頼
さ
れ
る
学
校

A

委員会活動や係活動に意欲的に取り組んでいる

A

C

挨
拶
が
で
き
る

清
掃
活
動
へ

の
取
組

Ａ…ア＋イ　90％以上
Ｂ…ア＋イ　80％以上
Ｃ…ア＋イ　80％未満
Ｄ…ア＋イ　60％未満

すすんで挨拶をしている

教
職
員
の

働
き
方
改
革

教
頭

総合
評価

教師アンケートで時間外勤務が削減
できるアイデアを募り，２学期から
は日課を見直し生徒の下校時間を15
分早くしたり，諸帳簿の記入が自動
化できるようにしたりしている。今
後も様々な点を改善していく。

ア　90％以上
イ　80％以上
ウ　50％以上
エ　50％未満

Ａ…ア
Ｂ…イ
Ｃ…ウ
Ｄ…エ

教
職
員
の
働
き
方

に
関
す
る

意
識
改
革

時間外勤務が４５時間以内になるように業務を工
夫している

C

B

教員だけでなく，部活動ごとで
あいさつ運動を行うなど，声掛
けを継続している。あいさつが
できる雰囲気を今後もつくって
いきたい。

ア　している
イ　ほぼしている
ウ　あまりしていない
エ　していない

Ａ…ア＋イ　90％以上
Ｂ…ア＋イ　80％以上
Ｃ…ア＋イ　80％未満
Ｄ…ア＋イ　60％未満

評価(昨年度同時期)

・生徒アンケート
　ア＋イ　国91% 社84% 数92%
　　　　　理88% 英86% 音89%
　　　　　美92% 技93% 家95%
　　　　　保体94%　平均90% 判定A

・生徒アンケート
　ア＋イ　89%　判定B

・生徒アンケート
　ア＋イ　87%　判定B

・教師アンケート
　ア＋イ　90%　判定A

・生徒アンケート
　ア＋イ　91%　判定A

おたよりやホームページを通し
て保護者に確実に情報が周知さ
れるように，ホームページの更
新の頻度をあげたり，情報端末
を通して保護者と直接やりとり
したりしていく。

ア　している
イ　ほぼしている
ウ　あまりしていない
エ　していない

教
務
・
研
究

A

・教師アンケート
　ア＋イ　53%　判定C

・保護者アンケート
　ア＋イ　40%　判定D

・生徒アンケート
　ア＋イ　94%　判定A

・保護者アンケート
　ア＋イ　92%　判定A

・生徒アンケート
　ア＋イ　95%　判定A

・生徒アンケート
　ア＋イ　98%　判定A

・保護者アンケート
　ア＋イ　98%　判定A

・保護者アンケート
　おたより　ア＋イ　78%　判定C
　ホームページ　　　33%　判定D

・生徒アンケート
　ア＋イ　94%　判定A

・教師アンケート
　ア＋イ　90%　判定A

・生徒アンケート
　ア＋イ　89%　判定B

・保護者アンケート
　ア＋イ　80%　判定B


